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☆町の人口☆人口10.184(+ 6 ）男4.834(+ 6 ）女5. 350(士0 ）世帯合計3.452（一9） 平成2年8月末日現在（ ）は前月との比較です 

―敬 老 

10 月15 日（月）11時から 

今年は1191人（男447・女744人） 

町民会館で 

まっています 

―足お先に9月11日天郷荘で行われた「敬老会」 

あ
や
か
り
た
い
も
の
で
す
ね
 

赤
池
町
で
一
番
の
長
寿
の
 

方
は
、
上
野
常
福
に
お
住
い
 

の
、
皆
川
ョ
子
さ
ん
。
 

明
治
二
十
六
年
生
ま
れ
の
 

（
写
真
左
）
九
十
八
歳
。
 
テ
 

レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
大
好
き
 

だ
と
い
う
皆
川
さ
ん
の
気
に
 

入
り
は
「
時
代
劇
」
と
「
相
縦
ど
 

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
に
、
表
 

敬
訪
門
の
日
野
町
長
に
、
昔
の
赤
池
町
 

の
事
な
ど
熱
心
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

体
に
悪
い
所
な
ど
ど
こ
も
な
く
、
赤
 

池
町
で
一
番
と
言
わ
ず
、
日
本
で
も
一
 

番
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
 

私
た
ち
も
、
あ
や
か
り
た
い
も
の
で
 

す
ね
。
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衛 生 費 

765,841千円 

（単位】千円、％ 
は全体に占める割合） 

総 務 費 

638,049千円 “ 慨‘t 13.0 % 

議 会 費 

77,639千円 

労 働 費 

766,687千円 
地方自治法219条2項の規定 

により平成2 年度予算の概 

要を公表する 
赤池町長 日野喜美男 

一般会計予算仏8億9665 万2千円）決まる 
flui年比14.6％増＝一 

15.6I% 

農林水産 

業 費 

220,705千円 

商 工 費 

49,378 千円 

本年度一般会計当初予算が9月定 

例町議会で可決されました。 

ご承知のとおり3月定例町議会に 

おいては義務的な経常経費を中心に 

6ケ月間の暫定予算を編成し、最小 

限度の予算執行に努力を致しました。 

今回の当初予算の編成では町税をは 

じめ普通交付税等の歳入財源の適格 

な把握と歳出予算の施策にわたり再 

検討を行い実施可能なものを主とし 

て取り上げて編成しています。 

本町の予算編成方針は依然として 

累積した多額の借金を抱いており財 

政構造の健全化をはかることが最重 

要とされ、従来以上に経費の節減と 

分配に徹した財政運営を行うことを 

基本としています。 

予算総額は48億9, 66 5円で対 

前年度伸率1 4 . 6 ％増。歳入では 

地方交付税、国、県支出金などの依 

存財源が 77.3％を占めています。 

歳出では人件費や扶助費、公債費な 

どの義務的経費が 4 0 . 4 %、特に 

地方債の元利償還に支出される公債 

費は1 7 . 5 ％と高い数値になって 

います。 

このような厳しい財政環境を十分 

認識し、従来以上に更に経費の徹底 

した節減を行い、歳出規模を厳しく 

抑制し、全体収支のバランスをみな 

がら限られた財源の中で財政健全計 

画化にそった予算執行を行います 

★地方債（借り入れ金）の現在高 （単位】千円） 

区 分 元年度末 
現在高 

63年度末 
現在高 

一般公共事業債 850,607 954,245 

ー般単独事業債 3,068 18,091 

公営住宅建設事業債 370,543 408,388 

義務教育施設整備事業債 104,248 119,192 

災 害 復 旧 債 33,218 44,746 

厚生福祉施設整備事業債 17,384 21,141 

過疎対策事J業債 350,499 354,685 

地域改善対策事業債 1,770,948 2,163,791 

財・・源 対 策 債 501,152 552,552 

県 貸 付 金 950,671 1,032,210 

一般廃棄物処理事業債 29,148 30,770 

調 整 債 283,424 234,600 

臨時財政特例債 203,530 203,800 

計 5,468,440 6,138,211 

t小
ー
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主
財
源
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財
源
ー
 

・ 

1内は全体に占める割合 分担金・負担金 
・音，】うど..，二、‘. 使用料・手数料など 

‘マに・・宣・級，・ 2億1,097万円 

( 平成2年度歳入予算の内訳 

財産収入 
地方譲与税 5,829万円I 
自動車取得 （1.2%) 
税交付金など 
10.424万円 
(2.1%J 

’・う】り「Iiき」 

I 

(4.3多） 
喜
喜
？
 

諸収入4億'7488万円（9.7%) 

’・宣・ミ・‘‘」お 

町 税3億6,376万円（7.4%) , 
が喜喜一 

国庫支出金 
6億2,454万円 
(12.8%) 

地方交付税 

23億1,429万円（47.3%) 

0 0 

県支出金 
(9.7%) 

4億7,468万円 
町債（5.5%) 
2億7,100万円 

★項目別歳出予算の概要★ 

★職員平均給料月額と平均年齢 

（特別会計職員を除く） 

労務職 行政職 

225,600 272,100 

243,400 315,100 

41.7 41.9 

600」 り218 

器V,600: .I鍋9慧00: 

区 分 

平均給料月額円

4 1品在 平均給与月訓り平均給与月訓り 

平均年齢園 

平均給料月額（月 

平均給与月額4]' 

平均年齢園 

●難成葬焦 

4 月1目現在 

■商 工 費 商工業の振興や観光事業に 

使われるお金です。町内の街灯電気代、商工 

会助成金などの経費です。 

■土 木 費 道路の維持補修のほか改良 

工事や町営住宅の維持、管理などに使われま 

す。 

■消 防 費 みなさんの安全を守る経費 

に使われます。消防団員の報酬、防犯灯の設 

置、田川地区消防組合の負担金などに支出さ 

れます。 

■教 育 費 3校の運営費や青少年、子ど 

も会活動などの経費、公民館活動や各種スポー 

ッ大会の経費ならびに総合グラウンドや体育 

館などの運動施設の維持管理費などに充てら 

れます。昨年度に引き続き中学校校舎の改造 

工事が行われます。 

■公 債 費 いろいろな事業をするため 

に、大蔵省や郵政省などから借りたお金の元 

金、利子の償還に使われます。赤池町は大変 

高い公債費比率となっており、町財政を圧追 

しています。 

■諸支出金 開発公社に対する利子補給金 

です。 
■繰上充用金 前年度の歳入不足に充てた 

お金です。 

■議 会 費 みなさんが選んだ議員さん 

の活動に要するお金です。報酬、調査研究費、 

議員共済掛金、議長会などの負担金などに使 

われます。 

■総 務 費 庁舎内の一般管理、交通安 

全対策費、公有財産管理費、住民基本台帳な 

どの窓口業務、徴税費、選挙関係費用などに 

使われます。 

■民 生 費 みなさんの福祉に関する経 

費に使われます。児童福祉や老人医療、国民 

年金事務費や隣保館運営費、産炭地振興の活 

動助成金などに使われます。 

■衛 生 費 きれいな環境づくりとみな 

さんの健康づくりの経費に使われます赤ちゃ 

ん検診、ガン検診、田川地区伝染病組合、斎 

場組合などの負担金、し尿処理などの清掃費 

に使われます。 

■労 働 費 失業対策事業等に使われる 

お金です。雇用対策と同時に地域に密着した 

町づくりに大きな役割を果たしています。開 

就事業では、赤池工場団地の整備など、特開 

事業では道路の舗装工事などが行われます。 

■農林水産業費 農林、水産業の振興経費 

に使われます。かんがい施設の維持経費や農 

道、溜池、水路等の補修工事、ほかに国土調 

査費、農業委員会経費などです。 

消 防 費 

257,915『こ轟 S 5.3 % 
1.8 % 90,087千円 

教 育 費 

454,621千円一曲魯、 ‘細 9.3 % 

災 主 
口 

繰上充用金 

そ の 他 

352,143千円 

「m
鰯轍「一 

7.2 % 

諸支出金 

19,234 千円 

0.4 % 

公 債 費 

855,838 千円 

葺」」」 

鱗m
」 

網一 

「
鷲
「
灘
 

難
麟
」
一
 

148,023千円 

●

』

 

薬と健康の週間-23日（厚生省） 



」
 

⑤
 

平成元年度決算状況 
喫纂】 4 億170万円 

表
の
と
お
り
で
す
。
 

―
×
搬
マ
マ
正
ソ
マ
葬
二
・
算
」
一
「
 

（繰越額含む） ※普通会計の表については決算統計から掲載しました。 

⑥
平
成
ニ
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
業
特
 

別
会
計
補
正
予
算
→
町
立
病
院
二
階
 

病
棟
の
空
調
設
備
工
事
と
し
て
、
一
千
 

百
六
十
万
円
を
補
正
し
ま
し
た
。
 

喜
条
前
】
毎
義
・
韓
喜
 

⑥
赤
池
町
工
場
誘
致
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
の
制
定
→
赤
池
町
に
積
 

極
的
に
工
場
を
誘
致
し
、
産
業
の
振
興
 

と
雇
用
の
増
大
を
図
る
た
め
条
例
の
一
 

部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。
 

×
・
許
一
×
・
マ
マ
マ
マ
マ
雲
毒
」
×
 

⑥
赤
池
町
過
疎
地
域
活
性
化
計
画
→
平
 

成
二
年
度
よ
り
前
期
五
カ
年
の
過
疎
地
 

域
活
性
化
計
画
を
定
め
た
も
の
で
す
。
 

一
一
」
報
告
一
・
語
願
誠
療
情
喜
・
 

⑥
平
成
元
年
度
定
例
事
務
監
査
の
結
果
 

報
告
→
五
月
二
十
四
日
か
・
皇
ハ
月
十
 

九
日
ま
で
行
わ
れ
た
、
赤
池
町
行
政
事
 

務
監
査
の
詰
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
団
地
集
会
所
増
築
に
関
す
る
請
 

願
→
産
建
委
員
会
に
付
託
 

⑥
赤
池
町
に
お
け
る
私
立
幼
稚
園
就
園
 

奨
励
費
補
助
に
関
す
る
請
願
→
総
務
 

委
員
会
に
付
託
 

⑥
公
立
学
校
事
務
職
員
、
同
栄
養
職
員
 

給
与
費
の
国
庫
負
担
堅
持
お
よ
び
義
 

務
教
育
諸
学
校
の
教
職
員
定
数
改
善
 

計
画
の
目
標
年
次
完
結
を
求
め
る
意
 

見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
 

⑥
一
〇
四
有
料
化
撤
回
を
求
め
る
意
見
 

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
 

⑥
コ
メ
輸
入
自
由
化
に
反
対
す
る
意
見
 

× 
つか蒜57億4,679万円 

普 通 会 計 
一般会計＋住宅資金等貸付事業特別会計 

はいつ驚 53億8,100万円 

/ 

( ）は全体の割合 単位％ 

7億4,094万 円（12.9) 

2億2,591万円（3の 

3億5,658万円（6.2) 

3億2,100万円（5.6) 

2億9,108万円（5.D 

2億9,753万円（5.2) 

6億2,921万円（l1.0) 

「
 

建設事業費 

公 債 費 

人 件 費 

出資金 
・貸付金 

扶 助 費 

補助費等 

物 件 費 

 ノ 

前年度繰上 
充用金 

そ の 他 

地方交付税 

国庫支出金 

県支出金 

地 方 債 

鰯麟 

税 収 入 

諸 収 入 

分担金 
・負担金 

財産収入 

そ の 他 

4億6,570万円（8.7) 

4億6,637万円（8.7) 

3億2,626万円（6.D 

1億7,626万円（3.3) 

1億2,541万円（2.3) 

&759万円（1.2) 

5億5,207万円 （皿2) 

I 1 

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
 

以
上
の
請
願
、
陳
情
書
に
つ
い
て
は
採
 

択
の
上
、
関
係
各
省
庁
に
意
見
書
を
提
 

出
し
ま
し
た
。
 

・
マ
マ
」
一
×
班
り
箕
ら
斡
え
 

間
一
、
差
別
の
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
 

る
、
同
和
地
区
生
活
実
態
調
査
に
つ
い
 

て
 

〇
当
町
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
調
査
対
 

象
世
帯
を
抽
出
し
て
名
簿
作
成
を
行
う
 

の
か
 

〇
被
差
別
体
験
の
調
査
を
過
去
、
戦
前
 

と
、
ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
行
う
の
 

か
 

〇
収
入
、
病
気
、
障
害
の
程
度
、
子
育
 

て
の
悩
み
か
ら
住
環
境
ま
で
、
プ
ラ
イ
 

バ
シ
ー
が
ど
こ
ま
で
守
れ
る
の
か
 

〇
全
町
に
同
和
地
区
出
身
者
が
生
活
し
 

て
い
る
現
在
に
お
い
て
、
そ
の
実
態
を
 

ど
こ
ま
で
把
握
で
き
る
の
か
 

二
、
真
の
同
和
教
育
を
阻
害
す
る
お
そ
 

れ
の
あ
る
、
同
和
教
育
実
態
調
査
の
中
 

止
を
県
に
要
請
し
て
は
ど
う
か
。
 

〇
当
町
が
対
象
（
調
査
）
に
入
っ
て
い
 

な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
対
岸
の
火
事
と
 

し
て
見
て
よ
い
の
か
 

〇
子
供
の
権
利
条
約
の
精
神
を
教
育
行
 

政
に
生
か
す
べ
き
で
な
い
か
 

〇
当
町
の
小
・
中
学
校
の
校
則
（
罰
則
）
 

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
 

周
県
が
同
和
問
題
の
根
本
的
な
解
決
を
 

は
か
る
た
め
実
態
を
把
握
し
、
今
後
の
 

同
和
対
策
推
進
上
の
必
要
な
資
料
と
し
 

た
い
と
い
う
事
で
、
県
か
ら
の
依
頼
が
 

× 

あ
り
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
 

き
な
問
題
と
し
て
婚
姻
の
事
が
あ
り
、
 

本
人
や
、
親
族
の
子
に
差
別
的
な
体
験
 

が
無
か
っ
た
か
ど
う
か
。
時
期
に
つ
い
 

て
は
、
戦
前
、
戦
中
、
現
在
ま
で
も
含
 

め
て
答
え
て
い
た
だ
く
様
に
な
っ
て
い
 

ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
に
つ
い
 

て
は
、
調
査
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
 

封
筒
に
入
れ
厳
重
に
封
を
し
て
、
県
か
 

ら
の
指
示
が
あ
る
ま
で
開
封
し
て
は
な
 

ら
な
い
と
、
調
査
員
に
厳
し
く
指
導
し
 

て
い
ま
す
。
又
、
調
査
し
た
も
の
の
廃
 

棄
に
つ
い
て
も
速
や
か
に
焼
却
す
る
な
 

ど
の
体
制
の
中
で
、
調
・
査
は
行
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

同
和
問
題
の
早
期
解
決
に
む
け
て
、
 

そ
の
資
料
が
生
か
さ
れ
る
で
し
ょ
う
し
 

生
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
調
 

査
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
色
々
と
指
摘
 

し
た
い
‘
申
も
あ
り
ま
す
が
、
県
の
段
階
 

で
す
で
に
決
定
し
た
こ
と
で
も
あ
り
、
 

過
去
の
血
の
渉
む
よ
う
な
体
験
を
抽
出
 

と
い
う
方
法
に
よ
り
、
全
体
的
と
は
い
 

か
な
い
ま
で
も
、
把
握
で
き
れ
ば
と
考
 

え
て
い
ま
す
。
 

校
則
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
変
 

難
し
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
 

の
校
則
が
き
び
し
す
ぎ
る
と
い
う
学
校
 

も
あ
り
、
こ
の
程
度
な
ら
子
供
を
指
導
 

し
て
い
く
上
で
当
然
あ
る
べ
き
も
の
で
 

は
な
い
か
と
い
う
も
の
も
あ
り
、
い
ち
 

が
い
に
校
則
の
全
て
を
見
直
す
と
い
う
 

事
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
こ
 

れ
か
ら
も
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
 

議会 だ よ り 

平
成
二
年
第
十
回
九
月
定
例
 

町
議
会
が
、
九
月
十
三
日
か
 

ら
二
十
一
ま
で
の
九
日
間
の
 

会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

平
成
二
年
度
の
一
般
会
計
 

予
算
、
平
成
元
年
度
の
一
般
 

会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
 

や
町
立
病
院
事
業
な
ど
の
特
 

別
会
計
の
決
算
、
工
場
誘
致
 

条
例
の
改
正
な
ど
の
議
案
が
 

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
に
 

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
初
日
の
十
三
日
、
町
制
二
期
目
 

の
ス
タ
ー
ト
後
、
初
め
て
の
定
例
町
議
 

会
と
い
う
こ
と
で
日
野
町
長
は
所
信
を
 

「
財
政
状
況
は
赤
字
再
建
ラ
イ
ン
上
に
 

あ
り
、
非
常
に
深
刻
な
事
態
を
迎
え
て
 

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
財
政
状
 

態
で
あ
っ
て
も
町
民
の
方
へ
の
福
祉
向
 

上
を
目
的
と
す
る
数
多
く
の
施
策
を
中
 

断
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
面
 

し
て
い
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
で
き
 

る
も
の
か
ら
ー
つ
、
ひ
と
つ
、
そ
の
歩
 

み
を
進
め
、
気
く
ば
り
の
行
き
届
い
た
 

行
政
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
 

い
ま
す
。
 

赤
池
町
を
愛
す
る
心
に
限
り
は
あ
り
 

ま
せ
ん
。
愛
郷
無
限
、
こ
の
気
持
を
忘
 

れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
良
い
赤
池
町
を
 

作
り
上
げ
る
た
め
努
力
を
つ
み
重
ね
て
 

い
き
ま
す
」
と
表
明
し
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
、
請
願
、
陳
情
、
一
般
質
 

問
な
ど
多
数
の
事
項
を
審
議
し
て
終
了
 

し
ま
し
た
。
 

思
い
ま
す
、
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
の
 

主
役
は
子
供
で
あ
り
、
そ
の
子
供
た
ち
 

に
も
色
々
な
論
議
を
さ
せ
な
が
ら
、
論
 

議
の
中
か
ら
学
び
、
又
、
子
供
や
そ
れ
 

を
支
え
て
い
る
家
庭
の
意
見
を
反
映
さ
 

せ
る
こ
と
が
で
き
る
校
則
づ
く
り
を
進
 

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

・
マ
ー
追
プ
マ
加
喜
議
・
ソ
薬
を
 

⑥
専
決
処
分
の
承
認
→
平
成
元
年
度
繰
 

越
明
許
費
に
か
か
る
起
債
の
借
入
れ
利
 

率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
 

一
般
会
計
の
地
方
債
予
算
を
、
」
戸
「
一
 

十
】
日
付
で
専
決
処
分
し
ま
し
た
の
で
 

こ
れ
を
議
会
に
報
告
、
承
認
を
得
ま
し
 

た。 
⑥
エ
事
請
負
契
約
の
変
更
→
平
成
二
年
 

度
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
で
実
施
し
 

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
 

を
茎
「
量
喜
「
量
量
算
喜
 

⑥
平
成
ニ
年
度
赤
池
町
一
般
予
算
 

2

・
3

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

敏
決
喜
喜
量
量
蛇
算
喜
 

⑥
平
成
元
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
歳
入
 

歳
出
決
算
 

⑥
平
成
元
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
 

事
業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

⑥
平
成
元
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
資
金
 

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
 

算
 

⑥
平
成
元
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
特
別
 

会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

⑥
平
成
元
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
業
特
 

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

⑥
平
成
元
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
業
特
 

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

以
上
六
つ
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
別
 

平成元年度各特別会計の決算状況 （単位干円） 

区 分 歳 入 歳 出 差引額 累積頼 

町立病院事業 718,041 760,227 △42,186 △510,385 

国民健康保険事業 5桝，349 626,816 L42 ,467 / 
上水道事業 204,613 202,502 ,04 1

費
 

消
 

t324 ,965 
住宅新築資金貸付事業 395,936 450,646 △54,710 // 

老人保健事業 758,282 759,866 L1, 584 // 

て
い
ま
す
「
入
来
5
高
鶴
線
道
路
改
良
 

舗
装
工
事
」
の
契
約
内
容
の
一
部
に
変
 

更
が
生
じ
ま
し
た
の
で
、
町
議
会
の
議
 

決
を
得
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
の
制
定
→
行
政
組
織
の
見
直
 

し
に
よ
り
機
構
改
革
を
行
う
た
め
、
条
 

例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。
 

（
役
場
の
機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、
来
 

月
号
で
く
わ
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
 

⑥
赤
池
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
の
提
出
→
赤
池
町
課
設
 

置
条
例
の
一
部
改
正
に
と
も
な
う
議
会
 

常
任
委
員
会
の
分
掌
を
定
め
た
も
の
で
 

す。 

◆お役に立っています 
簡易保険・郵便年金 

1 支所 集会所建設費 

2,293万円のうち、1,900万円 

はみなさんが加入している簡 

易保険や郵便年金の積立金の 

一部が融資され、豊かな町づ 

くり4了ために活用されていま 

す。 

民
生
委
員
さ
ん
が
変
わ
り
ま
し
た
 

北
町
一
、
1
1
一
、
新
町
、
東
町
、
松
本
 
さ
ん
が
、
柴
田
司
郎
さ
ん
に
変
わ
り
ま
 

一
、
二
、
上
桜
、
花
園
、
中
央
台
の
担
 
し
た
。
 

当
し
て
い
た
、
民
生
委
員
の
木
村
美
子
 

生涯学習フェスティバル-31日～11月5日（文部省） 10月は町県民税3期分と国民健康保険税の納税月です



⑥
 

健康教室 
今回から整形外科臨床講座は少し 

趣をかえてスポーツと健康にテーマ 

をしぼって連載をしたいと思います。 

【スポーツと健康】 

運動することによって壮快感が得ら 

れ精神的にも肉体的にも健康が得ら 

れることはみんなが知っていること 

ではありますが、どの運動が健康に 

良くてどの程度行なえば良いかはな 

かなか解っていないことが多いようです。 

そこで肥満解消、心臓病予防、糖尿病のコントロール、変形性関節 

症の治療としての運動について書いてみました。 

1、健康に良い運動とは 

健康に良い運動といっても個人の能力や年齢によってかなり違いが 

あります。例えば高校生の時やっていたことを50歳台になって同じこ 

とをやるにはかなり無理があります。そこで年齢とその人の体力を考 

慮して健康に良いスポーッを考えてみましょう。 

運動は大きくわけlOOmダッシュ 

や相撲のような激しい無酸素運動と 

散歩や軽いジョギングなどの有酸素 

運動にわけられます。 

ここでいう健康に良い運動とは後 

者の有酸素運動がそれにあたります。 

それでは有酸素運動とはいかなる運 

動をいうのでしょうか。 

1 有酸素運動とは？ 

有酸素運動とは簡単に言うと酸素 

を必要とする運動であり、その代謝産物は二酸化炭素と水で、身体に 

余分に蓄積するものは何もなく長時間持続できます。それに対して無 

酸素運動とは酸素の助けを必要とせずその代謝産物として乳酸が身体 

に蓄積され短時間のみしか不可能です。 

よって有酸素運動が疲れを残さないのに対し無酸素運動は翌日まで 

疲れを残してしまいます。 

このことだけでも日常行なう運動としてはできるだけ有酸素運動が 

望ましいことになります。 

ここで有酸素運動を3つあげます。 

①動的な全身運動であること（持続的に動き続けるような運動） 

②自分の体力に照し合せて強すぎない運動であること 

③数分以上続けることが出来る運動であること 

2 有酸素運動はなぜ健康によいか？ 

上記の理由以外にも有酸素運動は体に良い理由があります。それは 

最大酸素摂取量を増加させます。 この最大酸素摂取量とは心臓の機 

能、肺の機能、末梢の毛細血管などと密接に関連し合っています。 

このために有酸素運動が健康とりわけ狭心症、心筋梗塞、肥満、高脂 

血症、高血圧、 糖尿病などに良い理由です。 

3 有酸素運動の例 

話をもとに戻しますが有酸素運動は持続的な運動であまり強くない 

運動ということになり、この条件を満たす運動はゆっくりとした水泳 

（遠泳）、 ジョギング、サイクリング・・・などの運動ということになり 

ます。 

町立病院 
整形外科医長 

中村 博 

頑
張
っ
て
ノ
・
田
中
さ
ん
 

第
二
十
六
回
全
国
身
体
障
害
者
 

ス
ポ
ー
ッ
大
会
（
十
一
月
三
日
、
 

四
日
、
福
岡
市
東
平
尾
公
園
博
 

多
の
森
陸
上
競
技
場
で
町
催
）
 

に
、
福
岡
県
代
表
と
し
て
稲
荷
 

町
の
田
中
末
人
さ
ん
が
出
場
し
 

ま
す
。
 

競
技
種
目
は
、
六
十
メ
ー
ト
ル
音
感
競
走
で
す
。
毎
晩
チ
 

ビ
リ
、
チ
ビ
リ
飲
む
お
酒
が
ェ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い
ま
 

す
と
語
っ
て
く
れ
た
田
中
さ
ん
「
出
る
か
ら
に
は
、
ね
ら
っ
 

て
い
る
の
は
優
勝
」
と
力
強
い
言
葉
、
み
な
さ
ん
も
声
援
 

を
送
っ
て
下
さ
い
。
 

⑦
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
八
月
十
七
日
5
九
月
十
七
日
 

【
香
典
返
し
】
太
田
淳
（
山
崎
）
〇
佐
 

藤
留
美
子
（
北
町
）
〇
幸
二
三
子
（
北
 

町
）
〇
山
下
龍
美
（
赤
池
団
地
）
〇
石
 

津
弘
武
（
伏
原
）
中
村
修
子
（
西
組
）
 

〇
河
野
久
子
（
板
屋
団
地
）
以
上
七
件
 

で
総
額
は
三
十
万
円
で
す
。
 

【
賛
助
会
員
】
（
個
人
・
一
般
廿
一
口
 

千
円
）
高
津
新
助
廿
五
口
〇
武
田
キ
ク
 

エ
廿
一
口
〇
舌
間
太
郎
廿
一
口
〇
舌
間
 

ミ
サ
オ
廿
一
口
〇
久
松
ミ
サ
ヲ
廿
五
ロ
 

〇
後
藤
英
彦
廿
一
ロ
〇
高
浜
ミ
ッ
子
廿
 

一
口
〇
長
野
笑
子
廿
五
ロ
 

【
寄
附
】
九
光
石
油
廿
五
千
円
〇
匿
名
 

の
方
八
名
廿
二
十
二
万
円
【
ふ
れ
あ
い
 

基
金
】
福
祉
バ
ス
内
「
ふ
れ
あ
い
基
金
 

箱
」
八
万
六
千
七
百
三
十
五
円
 

【
古
切
手
】
赤
池
耐
火
材
料
廿
千
七
百
 

四
十
六
枚
 

お
詫
び
・
訂
正
 

九
月
号
の
 
【
快
気
祝
】
中
村
辰
夫
 

（
新
町
）
と
あ
る
の
は
、
中
村
辰
夫
 

（
岩
屋
組
）
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
 

て
訂
正
し
ま
す
。
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
（
飯
塚
 

市
）
た
ば
こ
 81 

個
〇
、
、
、
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
 

ラ
ボ
パ
ラ
ダ
イ
ス
（
赤
池
）
ビ
ー
ル
5
 

ケ
ー
ス
〇
藤
村
商
店
（
上
野
）
ド
ロ
ッ
 

プ
ス
 
60 

缶
〇
池
田
牛
乳
店
（
上
野
）
フ
 

＋舶．z壷“"I,、昌三コ4g 4j:[士口三火「”--”二二二7二二一二二二“--―総登余園全要牛 
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ー 廷1刀vノ早口し六吹Tて1’口h 火！ 

▽日時一十月二十日 

午前十時～午後三時三十分 

▽場所＝田川市伊田新町、田川 

自治会館 

▽相談員＝＝土地家屋調査士、司 

法書士 

~ 【休館日】 【仏教講演会】 
i l 日、8日、10日 16日因午後H 時 
~ 15日、21日、22日 【心配ごと相談日】 
~ 29日 

I 【バス運行日】 午前10時30分～午後3時30分 
！ 毎日運行 【健康相談日】 

~ 【演芸】 9日因午後10時30分～午後2時 
i 入館者へ舞台を自由に提供します。 
！ ※ゲートボール場も自由にご利用下さい 
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jj 

あ
な
た
も
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

商
エ
ま
つ
り
一
般
参
加
の
募
集
 

今
年
か
ら
商
工
ま
つ
り
の
会
場
の
一
部
（
ニ
テ
ン
ト
分
）
を
 

開
放
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
自
分
で
作
っ
た
も
の
を
販
売
し
た
 

い
が
場
所
や
機
会
が
な
い
と
い
う
あ
な
た
の
出
番
で
す
。
 

商
工
会
は
商
工
ま
つ
り
を
「
地
域
の
ま
つ
り
」
 
に
し
た
い
と
 

考
え
て
い
ま
す
。
 

▽
開
催
日
廿
十
一
月
四
日
回
 
午
前
九
時
 

▽
場
所
廿
第
十
一
回
商
工
ま
つ
り
会
場
（
町
民
会
館
前
広
場
）
 

▽
募
集
内
容
n
自
家
で
製
造
し
た
物
や
趣
味
の
手
作
り
品
の
販
 

売
あ
る
い
は
バ
ザ
ー
を
行
い
た
い
個
人
や
団
体
（
そ
れ
を
生
業
 

と
し
て
い
る
も
の
は
除
き
ま
す
）
 
先
着
七
、
八
人
と
し
ま
す
。
 

②
畳
二
枚
分
（
一
坪
）
の
場
所
を
提
供
し
ま
す
。
た
だ
し
水
道
、
 

ガ
ス
な
ど
の
設
備
は
原
則
と
し
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
③
保
健
 

所
に
冒
出
が
必
要
な
飲
食
の
加
工
、
調
理
関
係
は
ご
遠
慮
下
さ
 

い。 

人
生
の
坂
道
だ
か
ら
 

板
谷
団
地
 
前
田
孝
子
 

入
院
中
の
主
人
ら
の
病
室
の
隣
り
に
 

四
、
五
年
前
心
臓
弁
膜
症
発
作
の
後
遺
 

症
で
半
身
不
随
に
な
っ
た
母
親
を
見
舞
 

に
、
川
崎
町
か
ら
来
て
い
る
美
由
紀
ぢ
ゃ
 

ん
と
い
う
娘
さ
ん
が
い
ま
す
。
 

後
藤
寺
ま
で
自
転
車
で
来
て
、
鉄
道
 

に
乗
り
、
金
田
町
か
ら
又
自
転
車
と
い
 

う
方
法
で
病
院
に
着
く
な
り
母
親
の
体
 

を
タ
オ
ル
で
拭
い
た
り
、
不
随
の
手
足
 

を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
り
、
そ
れ
は
こ
ま
 

め
に
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
美
由
紀
ち
ゃ
 

ん
に
「
お
母
さ
ん
の
事
は
後
に
し
て
、
 

今
か
ら
面
白
い
テ
レ
ビ
が
あ
る
か
ら
腰
 

掛
け
て
ゆ
っ
く
り
み
な
さ
い
ネ
」
と
私
 

が
言
っ
て
も
、
母
親
の
看
病
に
余
念
が
 

な
く
、
や
っ
と
き
り
が
つ
き
く
つ
ろ
い
 

で
い
る
美
由
紀
ち
ゃ
ん
に
「
大
変
だ
ろ
 

う
け
ど
頑
張
っ
て
ね
。
あ
な
た
よ
り
も
 

大
変
な
お
友
だ
ち
が
世
の
中
に
大
勢
い
 

る
事
を
忘
れ
な
い
で
、
今
は
長
い
人
世
 

と
い
う
道
の
登
り
坂
な
の
だ
か
ら
、
き
っ
 

と
下
り
坂
に
、
い
え
、
平
担
な
道
に
出
 

て
、
き
っ
と
今
の
苦
し
み
が
笑
っ
て
話
 

せ
る
日
の
来
る
の
を
確
信
し
て
い
る
よ
」
 

予
防
・
相
談
・
検
診
 

◆
献
 
血
 

・
五
日
団
 

10 

時
、
 13 

時
 
中
尾
児
童
遊
園
地
 

14 

時
、
 16 

時
 
役
場
横
旧
第
2
公
民
 

館
 

※
 18 

歳
5
 64 

歳
ま
で
の
方
、
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

◆
乳
児
保
育
相
談
 

・
十
五
日
側
 
町
民
会
館
 

10 

時
、
 11 

時
受
付
 

対
象
者
 
4
、
7
、 
10 

カ
月
児
 

◆
一
般
健
康
診
査
 

( 11 

月
2
日
説
明
予
定
）
 

・
十
六
日
因
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

13 

時
 30 

分
、
 15 

時
受
付
 

対
束
者
 
四
十
歳
以
上
の
方
で
費
用
 

と
、
洗
い
流
し
た
オ
マ
ー
ル
を
持
っ
た
 

手
を
私
は
両
手
で
く
る
ん
だ
。
ふ
と
見
 

る
と
目
に
う
っ
す
ら
と
光
る
物
を
見
た
。
 

中
学
三
年
生
の
妹
も
、
学
校
が
終
る
と
 

ま
っ
す
ぐ
帰
へ
り
、
お
風
呂
湧
か
し
だ
 

の
掃
除
だ
の
を
し
て
は
姉
を
助
け
る
毎
 

日
と
聞
き
「
亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ん
も
 

き
っ
と
ど
こ
か
で
見
守
っ
て
い
る
か
ら
 

ね
」
と
私
は
惜
し
み
な
い
声
援
と
、
大
 

き
な
拍
手
を
送
り
た
い
。
赤
池
町
の
皆
 

様
も
、
熱
い
声
援
を
送
っ
て
下
さ
い
。
 

私
と
盆
栽
 

岩
屋
組
 
八
代
庄
一
 

「
天
地
是
在
一
盆
之
中
」
と
謂
う
言
葉
 

が
あ
り
ま
す
。
盆
栽
は
隠
居
趣
味
と
言
 

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
狭
い
 

国
土
の
自
然
の
破
壊
、
核
家
族
化
、
レ
 

ジ
ャ
ー
の
拡
大
等
々
、
周
囲
と
情
勢
の
 

お
も
む
く
ま
ま
に
「
一
盆
の
中
に
、
天
 

地
自
然
を
求
め
る
喜
び
」
が
切
実
な
も
 

の
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
 

古
来
、
日
本
の
風
土
は
春
夏
秋
冬
の
 

季
節
が
は
っ
き
り
別
れ
て
い
る
国
で
す
 

そ
れ
故
に
、
日
本
人
に
は
詩
の
心
が
あ
 

り
ま
す
。
 
い
わ
ゆ
る
 
「
わ
び
・
さ
び
」
 

の
心
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
 

盆
栽
を
は
じ
め
て
二
十
数
年
、
毎
日
 

が
勉
強
の
連
続
で
、
そ
の
奥
の
深
さ
は
 

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
か
 

く
言
う
私
も
未
だ
知
ら
な
い
事
ば
か
り
 

で
す
。
又
、
盆
栽
は
健
康
に
も
適
し
て
 

い
る
と
思
い
ま
す
。
植
え
替
え
時
の
土
 

い
じ
り
や
、
冬
の
寒
い
時
で
も
一
日
数
 

回
盆
栽
棚
に
足
を
運
ぶ
の
が
楽
し
い
日
 

は
六
百
円
で
す
（
た
だ
し
七
十
歳
以
 

上
の
方
は
無
料
）
 

◆
胃
ガ
ン
検
診
 

・
二
十
四
日
困
 
同
和
対
策
中
央
研
修
 

所
 

9
時
、
 10 

受
付
 

対
象
者
 
四
十
歳
以
上
の
方
で
費
用
 

は
千
円
で
す
（
た
だ
し
七
十
歳
以
上
 

の
方
は
無
料
）
 

※
当
日
絶
飲
食
 

◆
「
覆
混
合
 

・
三
十
一
日
困
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
、
 15 

時
 30 

分
受
付
 

対
象
者
 
12 

カ
月
、
 48 

カ
月
児
 

課
と
な
り
、
知
ら
ず
し
ら
ず
の
う
ち
に
 

身
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
同
 

好
の
友
と
盆
栽
に
つ
い
て
語
り
合
う
時
 

間
の
た
の
し
さ
、
趣
味
を
持
つ
者
の
み
 

が
解
る
喜
び
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

そ
の
反
面
で
よ
く
聞
く
言
葉
に
、
盆
 

栽
は
む
つ
か
し
い
。
中
で
も
松
は
特
に
 

と
言
う
人
が
い
ま
す
が
、
一
口
に
言
っ
 

て
盆
栽
は
松
に
始
ま
り
、
松
に
終
る
と
 

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
、
や
る
気
を
 

出
せ
ば
そ
ん
な
に
む
つ
か
し
い
も
の
で
 

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
何
故
盆
栽
 

に
魅
力
を
感
じ
る
か
に
つ
い
て
は
、
次
 

回
に
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

囲
碁
同
好
会
 

赤
池
町
の
囲
碁
同
好
会
は
、
毎
月
第
 

二
日
曜
日
に
、
町
民
会
館
二
階
和
室
で
 

例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
町
内
に
は
、
 

ま
だ
ま
だ
「
囲
碁
好
き
」
な
方
が
多
勢
 

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
 

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
会
費
は
月
千
円
 

（
中
食
付
き
）
、
ほ
か
に
年
会
費
（
郵
 

便
代
）
五
百
円
で
す
。
 

八
月
の
例
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

A
ク
ラ
ス
廿
一
位
焼
山
文
明
、
二
位
亀
 

井
晋
作
、
三
位
旦
局
安
信
。
B
ク
ラ
ス
廿
 

一
位
乾
宏
、
二
位
緒
方
秀
敏
、
三
位
斉
 

藤
豊
。
c
ク
ラ
ス
廿
一
位
木
村
正
宏
、
 

二
位
田
中
豊
、
「
瓦
奥
永
昭
政
。
 

▽
間
い
合
せ
、
連
絡
先
 

田
中
三
豊
（
猿
畑
）
B
 28 

5
4
8
8
2
 

繁
永
正
喜
（
猿
田
）
冒
 28 

、
4
6
2
4
 

魚食普及月間一1日～31日（水産庁） 



(8) 

1」政相談・人権相談を 

ご存じですか 
福祉センターで毎月7日、17日、27日と 

7のつく日に行っています 「心配ごと相 

談」 (7の日が休館日の場合はその翌日） 

この相談日の17日には毎月、「行政相談」 

と 「人権相談」を行っています。行政や 

人権に関することでわからない／こうし 

てほしい／これでは困る／など色々な相 

談を受け付けています。日頃持っている 

悩みや要望を申し出て下さい。 もちろん 

相談は無料で、秘密は守られます。 

赤池町の行政相談委員は岡田宗治さん 

人権擁護委員は大池保房さんと太田和男 

さんです。 

合同巡回行政相談が行われます 

010月19日団・・・・・・町民会館 

時間は10時から15時まで、当日は行政 

監察局の職員も同席します。 

rP1烈熱蕪競勲 
童謡のまち‘‘あかいlナ’’で、心にしみ入 

る愛唱歌を唄ってみませんか。毎週火曜 

日午後8時から町民会館で練習をしてい 

ますので、のぞいてみて下さい。 

問い合せ、申し込み 中津川裕子さんまで 

冒 28-6012 

毎月2回、バスケ好きなメンバーが集 

まって活動しています。あなたも一諸に 

プレイしませんか。 

ト対象 18歳以上で赤池在住の方 

ト場所 赤池中学校体育館（月2回程度 

午後8時～) 

ト問い合せ、申し込み 町民会館 

冒28一4100 

k・燕>i..轟蒸に×無き：◇：ニンぐ
麟毒議鱗織綴麟織譲轟線舞 

」：・く】：・ひくi 

初心者の方、経験のある方、どちらも 

大歓迎楽しく白球を追いかけましょう。 

ト対象 18歳以上で赤池在住の方 

ト問い合せ、申し込み 町民会館 

廿28一4100 

郵
便
漏
数
翻
米
寿
の
お
燃
繊
欝
り
 

計
量
器
の
定
期
検
査
 

郵
便
局
で
は
、
九
月
十
五
 

日
、
敬
老
の
日
の
行
事
と
し
 

て
、
米
寿
を
迎
え
る
方
た
ち
 

に
郵
政
大
臣
か
ら
の
お
祝
い
 

の
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
 

し
た
。
 

こ
れ
は
毎
年
続
け
ら
れ
て
 

い
て
、
今
年
は
二
十
人
の
方
 

に
、
郵
便
局
職
員
が
自
宅
ま
 

で
届
け
本
人
に
手
渡
し
、
長
 

寿
の
祝
い
を
し
ま
し
た
。
 

（
写
真
は
慶
寿
園
に
て
、
 

郵
便
局
長
よ
り
お
祝
い
を
受
 

け
る
「
金
田
ノ
ブ
さ
ん
」
）
 

三
年
に
一
度
の
計
量
器
の
定
期
検
査
 

が
十
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
両
日
、
 

田
川
農
協
赤
池
支
所
や
赤
池
商
事
前
、
 

役
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

計
量
器
の
定
期
検
査
は
 
『
計
量
法
』
 

と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
対
 

象
と
な
る
計
量
器
は
、
 
「
取
引
き
」
や
 

「
証
明
」
用
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

①
農
家
用
の
は
か
り
②
病
院
の
調
剤
用
 

は
か
り
及
び
体
重
計
等
。
た
だ
し
家
庭
 

等
で
使
用
す
る
調
理
用
の
は
か
り
及
び
 

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
は
検
査
の
対
象
に
は
な
 

り
ま
せ
ん
。
 

定
期
検
査
は
市
の
区
域
で
は
毎
年
一
 

回
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
村
の
区
域
 

で
は
三
年
に
一
回
し
か
実
施
さ
れ
ま
せ
 

ん
。
少
な
い
機
会
で
す
か
ら
忘
れ
な
い
 

よ
う
に
受
け
て
下
さ
い
。
手
数
料
も
少
 

な
く
て
済
み
ま
す
。
 

【
検
査
日
程
】
 

⑥
十
月
二
十
九
日
囲
 

▽
午
前
十
時
三
十
分
ー
正
午
ま
で
 

田
川
農
協
赤
池
支
所
 

▽
午
後
一
時
、
午
後
三
時
」
干
分
ま
で
 

赤
池
商
事
前
 

⑥
十
月
三
十
日
因
 

▽
午
前
十
時
「
干
分
5
午
後
「
蒔
「
干
 

分
ま
で
（
た
だ
し
、
正
午
か
ら
一
時
間
 

は
昼
休
み
）
 

赤
池
町
役
場
 

く
 クリーン作戦 

日時10月21日（日） 
午前9時～ 

場所自分の地域を中心に 

さわやかな美しいまちをみんな 

の手でとりもどしましょう 

主催教育委員会社会教育課 
詳しくは、教育委員会、 

社会教育課 

、了2 8-4 1 0 0 ーノ

⑧④③昨
晩
遅
く
と
い
う
か
、
今
朝
方
ま
で
酒
 

を
飲
ん
で
い
て
、
失
礼
な
が
ら
、
い
く
ら
 

か
ア
ル
コ
ー
ル
の
残
っ
た
頭
で
こ
の
原
稿
 

を
書
い
て
い
ま
す
。
 

メ
ン
バ
ー
と
い
う
と
、
私
の
ワ
ガ
マ
マ
 

を
聞
い
て
く
れ
る
良
き
先
輩
た
ち
で
涙
が
 

出
る
程
や
さ
し
く
し
て
く
れ
、
私
の
グ
チ
 

や
深
き
悩
み
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
 
私
に
 

限
ら
ず
誰
に
も
あ
る
事
な
ん
で
し
ょ
う
が
、
 

土
砂
降
り
で
な
く
て
も
心
に
小
雨
く
ら
い
 

降
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
何
 

も
言
わ
ず
に
傘
を
さ
し
か
け
て
く
れ
る
人
 

の
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
様
に
し
た
い
な
 

あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 


